昇級審査号令係マニュアル

　以下に審査時の号令をかける者のマニュアルを記載します。

１　審査開始時

　号令係は審査受審者、および道着を来た相手役を整列させます。この時有段者は、昇段審査を控えている者を除き、受審者の外にて列を作り待機すること。

号令係：『チャリョ・シンサカンニムケ・キョネ』

受審者：礼を行います。

　その後、審査官の指示で、審査受審者は後ろで待機します。

２　審査中

　審査官が名前を読み上げます。受審者は返事をして前に出てきます。

　号令係は受審者を整列させます。この時、読み上げた順に並ばせること。

　2-1　審査開始

　　審査官に挨拶をする者を指名します。

　号令係：『挨拶をお願いします。』

と言って指名しましょう。その後、指名されたものが『チャリョ・シンサカンニムケ・　

　キョネ』と言って礼を行います。

　2-2　トゥル

　号令係：『それではサージュチルギ・チャーロを行います。ジュンビ』

　　　　　※チョンジの場合は、『チョンジ・トゥルを行います。ジュンビ』他同様

　受審者：準備姿勢をとります。

　号令係：『シージャ』

　受審者：演技を開始します。

　受審者：演技が終了します。

　号令係：『パロ』

　受審者：戻ります。

　■『シオ』を入れるタイミング

基本的に白帯の場合、サージュチルギ・チャーロからサージュマッキ・ウーロまでシ　

　オを入れずに通します。

黄帯以上の場合は、トゥルが一つ終わるたびにシオを入れましょう。

再開する際は『続けて○○トゥルを行います。ジュンビ』と言って準備させましょう。　

　2-3　約束組手

　号令係：『約束組手を行います。パートナーとペアを作りましょう。』

　受審者：パートナーとペアを作ります。

　この時、号令係は審査官から見て重ならない位置に受審者をズラします。

　

　号令係：『それではサンボマッソギ７~９番を行います。それでは始めてください。』

　　　　　※イルボなども同様。

　受審者：正面に礼、お互いに礼をして演技を開始します。

　受審者：演技終了。

　号令係：『それでは元の位置に戻ります。受審者以外のパートナーの方は後ろに戻りまし　　

　　　　　ょう。』

　　　　　※この後護身術がある場合はそのままの位置で始めます。

　　　　　※パンチャユも同様。

　■白帯の場合

白帯の場合は、二人一組ではなく一人で行いますので、以下のようになります。

　号令係：『サンボマッソギを行いますので、今の位置から○○歩下がりましょう。』

　受審者：○○歩下がります。

　号令係：『ジュンビ』

　受審者：ナラニチュンビソギで準備します。

　号令係：『サンボマッソギ１番、コンギョ・ジュンビ』

　号令係：気合を入れてコンヌンソ・パカパルモ・ナジュンデ・パロマッキで準備します。

　号令係：『シージャ』

　受審者：演技開始

　受審者：演技終了

　号令係：『パロ』

　号令係：『続けてサンボマッソギ２番、コンギョ・ジュンビ』

　　以下同様。４番が終わったらシオをかけましょう。

　2-3　基本蹴り

始める前に、スペースを十分確保してください。特に白帯のヨプチャチルギはかなり

　前まで来ます。

　号令係：『キボンチャギを行います。ジュンビ』

　受審者：ナラニチュンビソギで準備します。

　号令係：『アプチャプシギ・ジュンビ』　※他の蹴りも同様。

　受審者：規定の準備姿勢で気合と共に準備します。

　

白帯のヨプチャチルギ・トラヨプチャチルギのみこの後に『ウーロ（チャーロ）』の号

　令が入ります。受審者は気合を入れて顔を規定の方向へ向けます。

以下、ハナ・トゥル・・・にて号令をかけます。白帯は号令１回に付き、蹴りを１回、

　黄帯と緑帯は号令１回に付き、飛び蹴りを２回蹴ります。

　　４回を蹴り終わったところで

　■白帯：アプチャプシギ、トルリョチャギの場合

　号令係：『後ろに下がります。ハナ・・・』

　■白帯：ヨプチャチルギ・トラヨプチャチルギの場合

　号令係：『チャーロ（ウーロ）』

　受審者：気合を入れて顔を規定の方向へ向けます。

　号令係：『ハナ・・・』

４回蹴り終わったら同様に『ウーロ（チャーロ）』の号令を入れます。受審者は気合を　

　入れて顔を規定の方向へ向けます。

　■黄帯・緑帯の場合

　号令係：『トラソ』

　受審者：構えを反対にして、気合を入れます。

　号令係：『ハナ・・・』

４回蹴り終わったら同様に『トラソ』の号令を入れます。受審者は構えを反対にして、

　気合を入れます。

　　全てが終わりましたら『パロ』の号令でもとに戻します。

　■『シオ』を入れるタイミング

　　基本的に２つの蹴りを行ったら１回シオを入れましょう。

　2-4　ホシンスル

　号令係：『ホシンスルを行います。正面と背面の１~３番を片側のみ行います。始めてく

　　　　　ださい。』

　　　　　※他も同様。

　受審者：演技を始めます

　受審者：演技終了

　号令係：『元の位置に戻りましょう。』

　2-5　マッソギ

　　号令係はマッソギを行う者を整列させ、礼まで行います。

　

　号令係：『チャリョ・キョネ』

　受審者：礼を行います。

　　以降は、審査官が指示を出します。

　　号令係はマッソギの始まりと終わりの礼、受審者の誘導、タイマーの管理を行います。

　　マッソギが終わったら、号令係は再びマッソギを行った者を整列させ、礼を行います。

　

　号令係：『チャリョ・シンサカンニムケ・キョネ』

　受審者：礼を行います。

以降の試割りへの指示は審査官が行います。

　2-6　試割り

審査官が全て指示を出します。

３　審査終了時

　試割りが審査の最後の演技となりますので、試割りが終わった段階で、全員を整列さ

せ、整列後、礼を行うまでが号令係の役割です。

号令係：『チャリョ・シンサカンニムケ・キョネ』

受審者：礼を行います。

　以降は審査官が指示を出します。

４　全体の流れ

　以下の順番で審査を進めます。

　１）トゥル

　２）約束組手

　３）半自由組手

　４）ホシンスル

　５）基本蹴り

　６）質疑応答、または柔軟審査

　７）マッソギ

　８）試割り

　※審査者の帯の色によって、審査内容にあるものだけを行う。

　　例）白帯は１、２、５、６のみ。

